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君
が
今
後
研
究
者
と
し
て
追
究
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
更
生

保
護
施
設
を
総
合
的
・
体
系
的
に
論
じ
た
本
論
文
の
学
問
的
価
値
は

損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
更
生
保
護
施
設
像
に
向
け
具

体
的
な
方
向
性
を
示
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。
よ
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
審
査
員
一
同
は
、
朴
珠
煕
君
に
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾

大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。二

〇
二
一
年
一
二
月
一
七
日

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

主
査　

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　

太
田　

達
也

（
慶
應
義
塾
大
学
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

副
査　

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　

亀
井
源
太
郎

（
東
京
都
立
大
学
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　
　
　
　
　
　

副
査　

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　

佐
藤　

拓
磨

（
慶
應
義
塾
大
学
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



中
村
優
介
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
問
題
の
所
在

　

中
村
優
介
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
フ
ラ
ン
ス
の
再
興
へ

向
け
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
構
想
、
1

9

4

0
～
1

9

4

3
年
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
を
、
外
務
省
内
で
検
討
さ
れ

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
再
興
を
求
め
る
戦
後
構
想
を
中
心
に
位
置
づ
け
て

論
じ
た
外
交
史
的
研
究
で
あ
る
。
論
文
の
構
成
は
、
序
論
、
本
論

（
第
1
章
か
ら
第
4
章
）、
結
論
、
参
考
文
献
と
あ
わ
せ
て
、
二
一
五

頁
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
に
関
す
る
わ
が
国
で
の
研
究
は
大

き
な
進
歩
を
示
し
て
い
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス
外

交
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
す
べ
き
課
題
が
多
い
。
こ
の

こ
と
は
主
に
、
最
近
の
研
究
が
冷
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
役
割
へ
の
関

心
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
研
究
の

多
く
が
軍
事
史
的
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ

ろ
う
。
他
方
で
、
宮
下
雄
一
郎
法
政
大
学
教
授
に
よ
る
『
フ
ラ
ン
ス

再
興
と
国
際
秩
序
の
構
想
：　

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
政
治
と
外
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交
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
フ

ラ
ン
ス
外
交
に
焦
点
を
当
て
、
新
た
な
多
く
の
史
実
を
明
ら
か
に
し

た
画
期
的
な
研
究
で
あ
り
、
例
外
的
な
新
た
な
成
果
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
現
代
国
際
政
治
史
の
研
究
に
お
い
て
英
仏
関
係
史
研
究
は

国
際
的
に
も
依
然
と
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
冷

戦
史
研
究
の
多
く
が
米
ソ
関
係
あ
る
い
は
英
米
関
係
の
観
点
か
ら
論

じ
ら
れ
、
ま
た
欧
州
統
合
史
研
究
の
多
く
が
仏
独
関
係
の
観
点
か
ら

論
じ
ら
れ
て
、
英
仏
関
係
の
重
要
性
へ
の
認
識
が
こ
れ
ま
で
低
か
っ

た
こ
と
が
一
因
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
一
九
世
紀
の
外
交
を
支
え

て
き
た
二
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
で
あ
り
、
ま
た
戦
間
期
の
国
際

連
盟
を
支
え
た
二
つ
の
中
核
的
な
理
事
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
フ

ラ
ン
ス
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
関
係
を
構
築

し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
戦
後
世
界
の
国
際
政
治
の
展
開
を
理
解
す

る
上
で
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
本
論
文
は
、
そ
の
よ
う
な
現
代
国

際
政
治
史
研
究
に
お
け
る
研
究
上
の
空
白
と
も
い
え
る
、
第
二
次
世

界
大
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
展
開
に
つ

い
て
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
外
交
文
書
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た

労
作
で
あ
る
。

　

中
村
優
介
君
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
イ
教
授
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ト
ー
マ
ス
教
授
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ヴ
ァ
リ
ー
教
授
、
ジ
ェ
レ

ミ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
教
授
な
ど
を
擁
す
る
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
で
最
高

水
準
の
現
代
史
研
究
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
エ
ク
セ
タ
ー
大
学
歴
史

学
部
大
学
院
に
留
学
し
て
修
士
号
を
取
得
し
、
歴
史
学
方
法
論
の
新

し
い
動
向
と
、
さ
ら
に
は
現
代
史
研
究
の
成
果
を
吸
収
し
て
、
高
い

水
準
で
の
研
究
指
導
を
受
け
た
。
本
論
文
は
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究

と
し
て
単
純
に
豊
富
な
一
次
史
料
を
用
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
最
新
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
新
し
い
視
点
を
提
示
し
、

ま
た
新
し
い
歴
史
学
方
法
論
を
基
礎
に
し
た
問
題
意
識
を
背
景
に
持

ち
、
高
い
水
準
で
の
外
交
史
研
究
の
成
果
と
い
え
る
。

二
　
論
文
の
構
成

　

以
下
、
本
論
文
の
構
成
と
、
各
章
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

本
論
文
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
論

第
1
章　

フ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
と
英
仏
協
調
の
瓦
解
、
1

9

4

0
年

は
じ
め
に

第
1
節　

英
仏
の
「
恒
久
的
な
提
携
」
へ
向
け
た
構
想

（
1
）

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
「
3
月
28
日
の
協
定
」
の

締
結

（
2
）
英
仏
の
「
恒
久
的
な
提
携
」
へ
向
け
た
議
論

第
2
節　

フ
ラ
ン
ス
軍
の
崩
壊
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
転
換
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（
1
）
ド
イ
ツ
の
低
地
諸
国
侵
攻
と
連
合
軍
の
敗
走

（
2
）「
必
然
的
な
結
末
」
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
転
換

第
3
節　

フ
ラ
ン
ス
の
分
裂
と
英
仏
協
調
の
瓦
解

（
1
）
英
仏
協
調
の
瓦
解
の
兆
し

（
2
）
英
仏
の
決
裂
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

お
わ
り
に

第
2
章　



ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
の
試
み
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の

冷
遇
、
1

9

4
0
年

は
じ
め
に

第
1
節　

対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
迷
走

（
1
）
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
結
成
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

（
2
）
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
外
交
関
係
の
断
絶

（
3
）
チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
支
援

（
4
）

チ
ャ
ー
チ
ル
の
主
導
に
よ
る
ダ
カ
ー
ル
襲
撃
作
戦
の
立

案

第
2
節　



対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
を
め
ぐ
る
チ
ャ
ー
チ
ル
と
外

務
省
の
対
立

（
1
）

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
植
民
地
に
お
け
る
に
お
け
る
暫
定

協
定
（m

odus vivendi

）
の
検
討

（
2
）
ヴ
ェ
ガ
ン
と
の
接
触
と
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
冷
遇

（
3
）
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
へ
の
宥
和
を
め
ぐ
る
チ
ャ
ー
チ
ル
と
外

務
省
の
対
立

お
わ
り
に

第
3
章　

対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
の
転
換
、
1

9

4

1
年

は
じ
め
に

第
1
節　



モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
バ
ー
タ
ー
協
定
を
め
ぐ
る
イ
ギ

リ
ス
外
交

（
1
）
イ
ー
デ
ン
の
外
相
就
任

（
2
）
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
バ
ー
タ
ー
協
定
の
起
源

（
3
）

ア
メ
リ
カ
政
府
の
介
入
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
疑

念

第
2
節　



ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
シ
リ
ア
に
お
け
る
対
独
協
力
と

ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
態
度
の
硬
化

（
1
）

シ
リ
ア
に
お
け
る
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
の
対
独
協
力
と
連
合

軍
に
よ
る
シ
リ
ア
侵
攻
の
決
断

（
2
）

シ
リ
ア
と
レ
バ
ノ
ン
を
め
ぐ
る
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ド
・

ゴ
ー
ル
の
対
立

第
3
節　

対
自
由
フ
ラ
ン
ス
政
策
の
転
換

（
1
）
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
の
変
化

（
2
）
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
外
交
代
表
の
派
遣

お
わ
り
に

第
4
章　

フ
ラ
ン
ス
の
再
興
へ
向
け
た
構
想
、
1

9

4

1
～
43
年
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は
じ
め
に

第
1
節　



対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
と
の
対

立

（
1
）
1

9

4

1
年
春
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」

政
策
を
め
ぐ
る
英
米
関
係

（
2
）

サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
島
・
と
ミ
ク
ロ
ン
島
事
件
を
め
ぐ
る

英
米
の
対
立

（
3
）

ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
介
入
の
試

み
と
外
務
省
の
抵
抗

第
2
節　

戦
後
国
際
秩
序
構
想
の
検
討
と
フ
ラ
ン
ス

（
1
）
イ
ー
デ
ン
の
戦
後
国
際
秩
序
構
想
と
フ
ラ
ン
ス

（
2
）「
ダ
ル
ラ
ン
と
の
取
引
」
を
め
ぐ
る
英
米
の
対
立

（
3
）

フ
ラ
ン
ス
の
再
興
へ
向
け
た
構
想
フ
ラ
ン
ス
の
再
興
へ

向
け
た
構
想

お
わ
り
に

結
論

参
考
文
献

　

ま
ず
第
1
章
で
は
、
一
九
三
九
年
九
月
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃

発
か
ら
、
一
九
四
〇
年
六
月
の
フ
ラ
ン
ス
崩
壊
お
よ
び
英
仏
協
調
の

瓦
解
ま
で
の
時
期
を
扱
う
。
そ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
「
恒

久
的
な
提
携
」
を
築
く
こ
と
を
考
え
る
ほ
ど
緊
密
で
あ
っ
た
英
仏
の

協
調
関
係
が
、
わ
ず
か
六
週
間
で
瓦
解
す
る
ま
で
の
過
程
を
描
い
て

い
る
。
こ
の
過
程
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス

に
対
し
て
「
不
信
感
」
と
「
侮
蔑
の
感
情
」
が
芽
生
え
て
、
そ
の
よ

う
な
否
定
的
な
感
情
が
後
の
外
務
省
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　

第
2
章
で
は
、
一
九
四
〇
年
六
月
か
ら
一
九
四
一
年
初
頭
ま
で
の

時
期
を
扱
い
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
侵
攻
の
後
に
フ
ラ
ン
ス
が
崩
壊

し
、
二
つ
の
「
フ
ラ
ン
ス
」
へ
と
分
裂
し
た
状
況
に
対
し
て
の
、
イ

ギ
リ
ス
外
務
省
の
政
策
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
外
務
省
の

対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
は
一
時
的
に
迷
走
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
主

導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相

で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
と
そ
れ
を
率
い
る

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
が
持
つ
「
政
治
的
な
価
値
」
を
重
要
視
し

て
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
支
援
を
主
導
す
る
。
他
方
で
、
イ
ギ

リ
ス
政
府
を
裏
切
っ
て
枢
軸
国
と
の
休
戦
協
定
を
締
結
し
た
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
を
チ
ャ
ー
チ
ル
は
信
頼
せ
ず
、
そ
れ
に
対
す
る
強
硬
な
態

度
を
と
る
必
要
を
主
張
し
た
。
こ
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
を
め

ぐ
っ
て
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
と
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
対
立
し
、
結
局

チ
ャ
ー
チ
ル
の
主
張
が
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
の
基
軸
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
第
3
章
で
は
、
外
務
省
に
お
け
る
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
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の
転
換
の
要
因
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
お
り
、
次
第
に
イ
ギ
リ
ス
政

府
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
全
面
的
に
支
援
す
る
よ
う
に
な
る
過
程
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
冷

遇
し
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に
対
す
る
宥
和
政
策
の
必
要
を
主
張
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
委
任
統
治
下
あ
っ
た
シ
リ
ア
に
対
し

て
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
が
露
骨
に
干
渉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、

イ
ラ
ク
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
叛
乱
を
シ
リ
ア
か
ら
ヴ
ィ
シ
ー
政

府
が
支
援
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
外

務
省
は
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
と
の
協
力
の
可
能
性
に
希
望
を
失
う
よ
う
に

な
る
。
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
高
官
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
政
府
に

対
す
る
信
頼
を
失
い
な
が
ら
も
、
こ
の
時
期
で
は
ま
だ
自
由
フ
ラ
ン

ス
に
対
す
る
信
頼
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
、
自
由

フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
警
戒
感
や
不
信
感
を
示
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
外

務
省
が
、
次
第
に
そ
れ
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
る
転
機
と
な
っ
た
の

が
、
い
わ
ゆ
る
モ
ー
ト
ン
委
員
会
の
提
言
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ト
ン
委

員
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
で
次
第
に
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
持

が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
報
告
を
も
と
に
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
対
す

る
従
来
の
認
識
を
あ
ら
た
め
る
べ
き
だ
と
提
言
し
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ

ス
外
務
省
高
官
の
方
針
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
モ
ー
ト
ン
委

員
会
へ
の
注
目
と
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
分
析
は
、

本
論
文
に
お
け
る
中
村
君
の
研
究
の
独
創
性
が
強
く
出
て
い
る
部
分

と
い
え
る
。

　

そ
し
て
第
4
章
で
は
、
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ

ス
外
務
省
と
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
ア
メ
リ
カ
と
の
対
立
を
、

こ
の
時
期
に
浮
上
す
る
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
お
け
る
戦
後
構
想
に
関

連
付
け
な
が
ら
分
析
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ

の
支
援
に
躊
躇
し
て
い
た
理
由
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
こ
の
こ

ろ
自
由
フ
ラ
ン
ス
、
と
り
わ
け
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
に
対
す
る

不
信
感
や
敵
対
心
を
募
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
英
米
間

で
の
戦
争
協
力
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
上
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と

フ
ラ
ン
ス
の
地
位
を
め
ぐ
り
対
立
す
る
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
と
、

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
で
は
み
な
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン

ス
国
民
の
な
か
で
の
自
由
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
持
が
拡
大
し
て
い
た
こ

と
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
力
の
真
空
が
生
ま
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念

な
ど
を
主
な
理
由
と
し
て
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
に
新
た
な
フ
ラ
ン
ス
政

府
の
組
織
を
さ
せ
て
、
さ
ら
に
は
戦
後
国
際
秩
序
の
な
か
で
フ
ラ
ン

ス
に
中
心
的
な
役
割
を
担
わ
せ
る
必
要
性
を
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は

感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
外
務
省
の
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政

策
を
め
ぐ
る
認
識
の
転
換
が
行
わ
れ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た

の
が
、
親
仏
的
な
政
治
家
で
、
戦
前
に
は
国
際
連
盟
で
英
仏
協
調
を

実
践
し
て
い
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相
で
あ
っ
た
。

　

結
論
で
は
、
一
九
四
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
外
務
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省
内
で
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
が
転
換
し
て
、
そ
れ
以
後
一
九
四
三

年
に
至
る
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
大
国
と
し
て
の
復
興
の
た
め
に
も
、

ド
・
ゴ
ー
ル
率
い
る
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
フ
ラ

ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
『
地
理
的
な
必
要
性
』
だ
っ
た
」
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
「
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
多
く
が
自
由
フ
ラ
ン
ス

を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
イ
ー
デ
ン
率
い
る
外
務
省
は

自
由
フ
ラ
ン
ス
に
新
た
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
組
織
さ
せ
フ
ラ
ン
ス
に

戦
後
国
際
秩
序
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
わ
せ
る
と
い
う
構
想

を
持
つ
に
至
っ
た
」（
一
八
五
頁
）
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、「
イ
ギ

リ
ス
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
関
係
を
重
視
す
る
一
方
で
、
フ
ラ

ン
ス
の
再
興
を
後
押
し
し
た
」
の
で
あ
る
（
同
）。
こ
れ
は
、「
一
九

四
〇
年
」
に
、
英
仏
協
調
か
ら
英
米
協
調
へ
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
基

軸
が
転
換
し
た
と
論
じ
た
、
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
外
交
史
家
で
あ

る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
教
授
の
主
張
を
、
部
分
的
に
修
正

す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
論
文
の
最
後
に
、
そ
の
後
の
国
際

関
係
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、「
フ
ラ
ン
ス
の
再
興
へ
向
け

た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
構
想
は
、
戦
後
世
界
に
お
い
て
英
米
仏
三
か

国
間
の
協
調
関
係
が
築
か
れ
る
萌
芽
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」（
一
八

六
頁
）
と
述
べ
て
、
本
論
文
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

三
　
論
文
の
評
価

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
膨
大
な
一
次
史
料
を
用
い
、

ま
た
新
し
い
視
角
か
ら
、
従
来
の
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス

外
交
の
理
解
に
つ
い
て
部
分
的
に
修
正
す
る
優
れ
た
外
交
史
研
究
の

成
果
と
い
え
る
。
以
下
で
は
、
本
論
文
の
評
価
を
加
え
て
、
い
く
つ

か
の
重
要
な
学
術
的
貢
献
と
、
残
さ
れ
た
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

　

本
論
文
の
学
術
的
な
意
義
と
し
て
、
第
一
に
は
す
で
に
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
の
英
米
関
係
を
主
軸
に
置
い
た
第
二
次
世

界
大
戦
期
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
つ
い
て
の
認
識
を
修
正
し
た
点
を
評
価

し
た
い
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
論
じ
た
よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
に
お
い
て

イ
ギ
リ
ス
外
交
の
基
軸
が
英
仏
関
係
か
ら
英
米
関
係
へ
移
っ
た
と
い

う
認
識
が
こ
れ
ま
で
幅
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
中
村
君
は
、

そ
の
よ
う
な
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
議
論
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
英
仏

関
係
か
ら
英
米
関
係
へ
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
基
軸
の
移
行
が
必
ず
し

も
単
線
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
複
雑
で
多
面
的
な
軌
道
を
描

い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
一
九
四
〇
年
以
降
も

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
な
価
値
、
ま
た
陸
軍
力
を

擁
す
る
そ
の
軍
事
的
な
価
値
を
高
く
評
価
し
、
自
ら
の
戦
後
構
想
の

中
で
フ
ラ
ン
ス
を
大
国
と
し
て
再
興
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
と
の
関
係
を
一
定
程
度
緊
張
さ
せ
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
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府
は
大
国
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
そ
の
た

め
の
外
交
努
力
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
一
九
四
五
年
二

月
の
ヤ
ル
タ
会
談
で
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
と
ス
タ
ー
リ
ン

首
相
を
前
に
し
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
「
虎
の
よ

う
に
」
戦
っ
た
の
で
あ
る
（
一
八
五
頁
）。

　

第
二
に
、
戦
後
世
界
で
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事

国
と
な
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
占
領
四
大
国
の
一
角
を
占
め
る
フ
ラ
ン
ス

の
国
際
的
な
地
位
が
、
イ
ギ
リ
ス
外
交
、
と
り
わ
け
イ
ー
デ
ン
外
相

の
貢
献
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
論
文
が
明
ら
か
に
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
中
村
君
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
戦

後
構
想
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
を
「
小
国
」
と
し
て
扱
い
、
そ
の
よ
う
な

フ
ラ
ン
ス
を
含
め
た
「
小
国
」
に
は
「
小
銃
よ
り
強
力
な
武
器
を
持

た
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」（
一
七
二
頁
）
と
さ
え
述
べ
て
い
た
点
に

注
目
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
と
り
わ
け
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
や
イ
ー

デ
ン
外
相
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
国
と
し
て
の
再
興
の
た
め
に
尽
力
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
そ
の

よ
う
な
努
力
が
な
け
れ
ば
、
戦
後
世
界
で
は
フ
ラ
ン
ス
は
「
小
国
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
世
界
は
英
米
中
ソ
の
「
四
人

の
警
察
官
」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
ら

な
か
っ
た
の
は
、「
一
九
四
〇
年
」
以
降
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
政

府
が
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
さ
ら
に
戦
後

世
界
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
大
国
と
し
て
の
再
興
を
希
求
し
た
結
果
で
あ

ろ
う
。

　

第
三
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
の
外
交

政
策
の
形
成
過
程
を
詳
細
か
つ
緻
密
に
論
じ
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
明

ら
か
で
は
な
か
っ
た
対
「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
が
成
立
す
る
複
雑
な
構

図
を
明
確
に
描
い
た
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞
し
た
『
第
二
次
世
界
大
戦
回
顧
録
』
の
圧
倒
的
な
影
響
か
ら
も
、

チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
戦
争
指
導
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
政
策
が

論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
チ
ャ
ー
チ
ル

は
ア
メ
リ
カ
人
の
母
親
の
血
を
引
き
、
対
米
関
係
を
最
優
先
し
て
い

た
こ
と
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
本
論
文
が
明
ら
か

に
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
摩
擦
が
拡
大
す
る
こ
と
も
怖
れ
ず
に
、

地
政
学
的
な
観
点
や
政
治
的
価
値
と
い
う
観
点
か
ら
、
自
由
や
民
主

主
義
を
守
る
戦
い
と
い
う
認
識
が
国
際
世
論
で
広
ま
る
よ
う
、
自
由

フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
と
の
関
係
を
重
視
す
る
チ
ャ
ー
チ
ル
の
姿

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
の
価
値
を
低
く
見
積
も
っ
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
も
、
モ
ー
ト
ン
委
員
会
を
通
じ
て
そ
の
重
要

性
を
強
く
認
識
す
る
よ
う
に
立
場
が
変
化
し
て
い
き
、
そ
の
過
程
を

外
相
の
イ
ー
デ
ン
が
強
く
促
進
し
て
い
っ
た
。
戦
時
下
で
の
外
交
政

策
の
形
成
過
程
は
、
軍
部
と
の
複
雑
な
関
係
や
、
指
導
者
の
権
限
が

拡
大
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
そ
の
実
態
を
適
切
に
理
解
す
る
の
は



190

法学研究95巻11号（2022：11）

容
易
で
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
も
、
中
村
君
の
本
論
文
は
優
れ
た
価

値
を
有
す
る
。

　

他
方
で
そ
の
よ
う
な
優
れ
た
学
術
的
意
義
を
有
す
る
本
論
文
に
も
、

課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
英
仏
関
係
を
論
じ
る
上

で
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
視
点
が
不
足
し
て
い
る
の
は
本
論
文
の
価

値
を
低
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
視
点
か
ら
英
仏

関
係
を
描
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
十
分
に
正
当
化
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
だ
が
、
自
由
フ
ラ
ン
ス
や
ド
・
ゴ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
ヴ
ィ

シ
ー
政
府
の
動
向
に
つ
い
て
本
論
文
で
は
し
ば
し
ば
そ
の
詳
細
が
論

じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
叙
述
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
公
文
書
に
依

拠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
近
年
大
幅
な
進
歩
を
見
せ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

外
交
史
研
究
の
数
多
く
の
優
れ
た
先
行
研
究
の
成
果
や
、
部
分
的
で

あ
っ
て
も
重
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
一
次
史
料
を

用
い
て
描
写
で
き
れ
ば
、
よ
り
高
い
価
値
を
持
つ
英
仏
関
係
史
研
究

と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
論
文
で
は
北
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
自

由
フ
ラ
ン
ス
の
動
向
に
も
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス

帝
国
史
研
究
の
手
法
や
視
座
、
史
料
、
先
行
研
究
を
よ
り
幅
広
く
用

い
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
大
き
な
価
値
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
も
首
相
官
邸
、
外
務
省
、

植
民
地
省
と
い
っ
た
組
織
間
の
立
場
の
相
違
、
そ
し
て
そ
の
相
互
関

係
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
戦

争
指
導
の
一
つ
の
特
徴
は
、
外
交
と
軍
事
を
統
合
し
た
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
「
帝
国
と
し
て
の
戦
争
」
を
戦
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え

る
。
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
を
中
心
に
位
置
づ
け
る
本
論
文
に
お
い
て
も
、

英
仏
間
の
植
民
地
協
力
に
つ
い
て
よ
り
深
い
考
察
が
ほ
し
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
す
で
に
本
論
文
の
な
か
で
も
視
野
や
史
料
を
限
定
す

る
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
上
述
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
課
題

は
本
論
文
の
射
程
を
超
え
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
、
本
論
文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
と
は
い
え

な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
首
相
官
邸
と
外
務
省
と
の
関
係
に
注
目
す

る
こ
と
で
、
と
り
わ
け
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
と
外
務
省
高
官
と
の
対

「
フ
ラ
ン
ス
」
政
策
を
め
ぐ
る
認
識
の
違
い
と
、
そ
の
調
整
過
程
が

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
一
九
三
〇
年
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
英
仏
関
係
史
研
究
は
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ア
ダ
ム
ス
ウ
ェ
イ
ト
教

授
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
に
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
首
相
へ

の
宥
和
政
策
を
め
ぐ
る
協
力
と
摩
擦
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
ま
た
、

一
九
四
〇
年
代
以
降
の
英
仏
関
係
史
研
究
は
、
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ヤ
ン

グ
教
授
や
シ
ョ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
教
授
の
よ
う
に
、
欧
州
統

合
史
や
冷
戦
史
研
究
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
中
村
君
は
、
そ
れ
ら
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の
架
橋
的
な
時
期
で
あ
る
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
時

期
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
フ
ラ
ン
ス
政
策
を
論
じ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
二

つ
の
時
代
を
繫
げ
る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、

高
い
水
準
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
と
し
て
、
従
来
に
は
な
い
新
し

い
視
座
を
提
供
し
、
重
要
な
学
術
的
な
貢
献
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の

理
由
か
ら
、
審
査
委
員
一
同
は
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）（
慶
應

義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
適
当
と
判
断
す
る
次
第
で
あ

る
。

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

細
谷　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

田
所　

昌
幸

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

法
政
大
学
法
学
部
教
授　

宮
下
雄
一
郎

博
士（
法
学
）・
博
士（
史
学
）　　
　
　
　
　



呉
迪
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
は
じ
め
に

　

呉
迪
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
近
代
日
中
比
較
憲
法

学
史
論
―
―
理
論
の
継
受
と
規
範
の
創
成
』（
以
下
、
本
論
文
）
は
、

一
九
世
紀
末
の
清
朝
末
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
華
民
国
初
期

（
以
下
、
清
末
民
初
期
）
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
立
憲
構
想
や

制
憲
活
動
に
対
し
、
大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
、
明
治
憲
法
）
及
び

明
治
期
以
降
の
日
本
憲
法
学
（
以
下
、
明
治
憲
法
学
）
が
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
実
証
的
に
考
察
を
加
え
た
労
作

で
あ
る
。

　

呉
君
は
（
以
下
、
著
者
と
も
記
す
）、
明
治
憲
法
及
び
明
治
憲
法

学
の
「
影
響
」
を
分
析
す
る
に
際
し
、
ま
ず
明
治
憲
法
の
い
く
つ
か

の
基
本
的
な
重
要
概
念
―
―
「
主
権
」「
統
治
権
」「
国
体
」「
政
体
」

―
―
に
着
眼
し
そ
れ
ら
が
憲
法
用
語
と
し
て
中
国
に
受
容
さ
れ
る
過

程
を
追
跡
す
る
（
第
一
章
）。
次
に
中
国
に
お
い
て
陸
続
と
現
れ
る

憲
法
草
案
や
憲
法
大
綱
に
、
さ
ら
に
は
民
間
の
い
わ
ゆ
る
私
擬
憲
法

草
案
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
明
治
憲
法
由
来
の
特




